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第 1 章 国事周旋への傾斜


































































































































































































第 l 章 原題「幕末平田国学と秋田藩一一申文久期における平田延太郎(延胤)の活動を中心に一一」
a東北文化研究室紀要』第五O集、二00九年)




第 1 章 原題「国事周旋と言路一一幕末期秋田藩の政治方針をめぐる対立から一一」
a歴史J 第一一六輯、二0一一年掲載予定)









治過程を全国的な視野で考察したものである。序章、本論 3 部各 2 章、終章から成る。
序章では、幕末維新期の政治史に関する研究史を整理したうえで、国事周旋に着目する研究視角と課
題を提示する。国事周旋という政治現象は、通商条約調印をめぐって対立した朝廷・幕府聞を諸藩が周
旋して公武一和を実現しようとしたことが端緒となって文久期 (1861--1863) に生成するが、政局の推
移に伴い様々な政治過程を包摂した行動として対象が拡大していく。その周旋活動は情報収集を前提と
して行われたので、本論文も近年研究の進展している歴史情報論を組み込んで、行諭している。
第 l 部は「情報活動と国事周旋」を主題とし、文久期、京都を中心とした情報把握の必要性に迫られ
た秋田藩が、平田家の気吹舎門人ネットワークを通じた情報収集能力に注目し、その門人を周旋方に起
用する一方、国事への深入りは避けて政局を静観する方針から、彼らの政治活動を抑制したのに対し、
気吹舎勢力は国事周旋への志向を強めて藩当局に対峠していった過程を追う。
第 2 部は「周旋方の国事活動」を検討する。第1章は「国事周旋と言路」の関係を問い、秋田藩では
下級藩士に政治的な言路を聞いた結果、彼らが藩の思惑を超えて国事周旋活動を展開する事態を招いた
のに対し、藩当局は周旋グループを軍事部門に登用して役筋違いの言論と国事行為を統制する方策を
とったことを指摘する。諸藩の周旋活動は元治元年(1864) 7 月の禁門の変を契機に嬢夷をめぐる対立
の調停から内乱回避へと課題を転換するが、第 2 章では禁門の変に至る諸藩の活動と秋田藩の関わりを
検討している。
幕末維新期には「皇国J という国家論的言説が流布し、様々な勢力による国事周旋は究極的には「皇
国」の護持を目的としていた。条約勅許や兵庫開港をめぐる政治対立が激化した慶応期 (1865--1867)
には、気吹舎後継者の平田延胤の著した『駅戎論』が写本として、流布する。第 3 部「それぞれの国事」
第 l 章では、この未刊の『叡戎論』を全文翻刻して紹介し、延胤が提起した対外認識や自国観の意味、
その影響などを分析する。そして第 2 章で、王政復古以後の政治状況への秋田藩および平田延胤と彼の
同志たちの対応を検討し、戊辰戦争期の国事周旋を展望している。
終章では所論を総括して今後の課題と展望を示す。
史料の博捜にもとづいた論証は堅実で、あり、新たな視角から幕末維新期の政治史に新たな地平を切り
拓いた成果は斯学の発展に寄与するところが大きい。よって、本論文の提出者は、博士(文学)の学位
を授与されるに十分な資格を有するものと認められる。
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